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11月9日、宮園小学校の６年生54人が、避難所運営
ゲーム(ＨＵＧ)を行いました。机上に避難所となる体
育館の図面を広げて、ふせんやカードを使いながら、
避難してきた人々をどのように受け入れるのかを考
え、真剣な表情で意見を出し合いました。

11月9日、宮園小学校の６年生54人が、避難所運営
ゲーム(ＨＵＧ)を行いました。机上に避難所となる体
育館の図面を広げて、ふせんやカードを使いながら、
避難してきた人々をどのように受け入れるのかを考
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※社人研：国立社会保障人口問題研究所（国の機関）の略

保健福祉センター内に開設した「もりの保育所」の保育風景

行
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
や
展
開
に
つ
な
が
る
よ

う
見
直
し
を
含
め
、
地
方
創
生
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
森
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

森
町
の
人
口
動
態
の
現
状
を
分

析
し
、
今
後
、
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
性
と
将
来
人
口
を
展
望
す

る
も
の
で
す
。
森
町
の
人
口
を
国

勢
調
査
で
見
る
と
、
1
9
9
5

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

お
り
、
社
人
研（
※
）
に
よ
る
と

2
0
6
0
年
に
は
1
0,
1
6
2

人
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
若
年
世
代
の
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
、
出
生
率
の
向
上
や

定
住
化
対
策
な
ど
の
各
種
施
策

で
将
来
的
な
人
口
減
少
を
緩
や

か
に
し
、
2
0
6
0
年
に
人
口

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

自
立
し
た
ま
ち
に

わ
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子

高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
に
対

応
す
る
た
め
、
国
で
は
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定

し
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

は
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ

び
「
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
が
努

力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
町
で
は
「
森

町
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
有
識
者

委
員
会
」
お
よ
び
「
森
町
地
方
創

生
・
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
議
論
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
森
町
議

会
を
は
じ
め
と
し
、
関
係
各
種
団

体
と
意
見
交
換
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。今
後
は「
森
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
お
よ
び
「
森
町
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
た
内
容
を
具
体
化
し
、
実

1
3,
0
0
0
人
の
確
保
を
目
指

し
ま
す
。

■
森
町
総
合
戦
略

将
来
に
わ
た
っ
て「
人
が
活
き
・

人
と
ふ
れ
あ
い
・
"森（
も
り
ま
ち
）

"

に
暮
ら
す
」
こ
と
が
で
き
る
町
で

あ
る
よ
う
に
、
今
後
5
年
間
で
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
4
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
数
値
目
標
と
し
て
は
、
平
成

26
年
を
基
準
と
し
て
平
成
31
年
ま

で
に
、
出
生
数
を
1
2
9
人
か

ら
1
5
0
人
、
町
内
事
業
所
従

業
員
数
を
7
千
人
か
ら
8
千
人
、

健
康
高
齢
者
数
を
4,
7
0
0
人

か
ら
5
千
人
な
ど
改
善
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
町
民
の
年

齢
構
成
バ
ラ
ン
ス
を
適
正
に
維
持

し
、
活
力
が
あ
り
自
立
し
た
ま
ち

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
各
種
施

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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森
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン・総
合
戦
略
を

　
　
　
　
　
　
　策
定
し
ま
し
た

森
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン・総
合
戦
略
を

　
　
　
　
　
　
　策
定
し
ま
し
た

　

地
方
創
生
で
日
本
全
国
が
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
（
平
成
26
年
11
月
施
行
）」
の
制
定
を
受
け
、

森
町
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
本
年
10
月
30
日
に
策
定
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係　

☎
８
５
｜
６
３
０
５

地域医療の中核となる公立森町病院付近



森町まち・ひと・しごと創生総合戦略の全体像森町まち・ひと・しごと創生総合戦略の全体像

人口ビジョン人口ビジョン
人口減少を克服し、活力ある森町を今後も維持するため、本町が目指す将来の方向性を定めます。

将来的な人口減少を緩やかにするため、2060年（45年後）に13,000人を確保

出生率向上
（合計特殊出生率）
2030年までに2.07を

実現、2030年以降も維持

社会移動抑制
2030年以降の

社会移動（転出入数）を
均衡とする。

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

社人研推計準拠

森町独自推計値

まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略
人口ビジョンで示した「2060年に13,000人を確保」することを目指し、人口減少の克服と地域の自立的かつ

持続的な活性化を図るために、今後５年間で重点的に取り組むべき施策・事業を位置づけます。

21000人

19000人

17000人

15000人

13000人

11000人

9000人

7000人

5000人

「人が活き・人とふれあい・“森（もりまち）”に暮らす」

●町で若い世代が結婚や出産に希望をもち、子育てを楽しめるまちをつくる
●町の魅力を高め多様な交流が生まれるにぎわいにあふれたまちをつくる
●町内外に雇用の場があり、誰もがいきがいを感じて働くことができるまちをつくる
●町に誇りや愛着を感じながら、いつまでも安心して暮らせるまちをつくる

●出生数 129人→150人（H31）　●待機児童ゼロの継続

森町人口ビジョン

森町まち・ひと・しごと創生総合戦略

森町の創生に
向けて

人口の
将来展望

総合戦略の
方向 「ひと」を育む「ひと」を育む

基本目標１
「魅力」と「交流」をつくる「魅力」と「交流」をつくる

基本目標2
「しごと」をつくる「しごと」をつくる

基本目標3
「安心」をつくる「安心」をつくる

基本目標4

基本目標１ 「ひと」を育む ～“森”に学び育つ～

●年間観光入込客数 約110万人→120万人（H31）
●新東名IC（遠州森町SIC及び森掛川IC）通行量　3,649台／日→5,000台／日（H31）

基本目標2 「魅力」と「交流』をつくる ～人とふれあう～

●町内事業所従業員数 7,000人→8,000人（H31）　●新規企業立地件数　0件→3件（H31）
基本目標3 「しごと」をつくる ～人を活かす～

●健康高齢者数 約4,700人→5,000人（H31）　●お達者度 県内１位の継続
基本目標4 「安心」をつくる ～“森”との共生～

2060年で
約13,000人を確保

約３千人の減少抑制

19,431 

17,724
16,814

15,909
14,981

13,991
12,948

11,938
11,014

10,162

17,801
18,591

17,050
16,494 15,924

15,282
14,601 13,975

13,456

13,032
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町職員の給与・職員数などの概要

 区　　　分 決算額 　　 比　率  
 特別職・議員等報酬 93,663千円 7.9％
 職 　 員 　 給 　 与 799,169千円 67.4％
 共済組合等負担金 192,572千円 16.3％
 退職手当組合負担金 89,006千円 7.5％
 災　害　補　償　費 10,524千円 0.9％
 人 　 件 　 費 　 計 1,184,934千円 100.0％

 区　分 職員数
 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

27年度 156人 580,561千円 75,146千円 214,684千円　 870,391千円

 区　分  平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢 平均給料月額① 平均給与月額② 平均年齢
  316,800円 344,143円 42.9歳 285,900円 293,640円 52.2歳

 区　分 自己都合 退職募集・定年
 勤続20年 20.445月分 27.55625月分
 勤続25年 29.145月分 34.5825 月分
 勤続30年 36.105月分 42.4125 月分
 最高限度 49.59 月分 49.59 月分

※給与費は、平成27年度予算に計上された額です。　※職員手当には、退職手当組合負担金が含まれません。

※①給料：基本給　②給与：基本給＋諸手当

（2）退職手当
 区　分 期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.225月分 0.75 月分
 12月期 1.375月分 0.75 月分
 計 2.6 月分 1.5  月分

（1）期末・勤勉手当

※支給率は、国と同じです。

※支給率は、国と同じです。

給　　　　与　　　　費

一般行政職 技能労務職

扶養手当

住居手当

配偶者／13,000円、扶養／6,500円　
16歳～22歳／5,000円加算
借家／家賃に応じた額（最高  27,000円）
通勤距離２km以上の職員
　自動車など／通勤距離に応じ　3,800円～31,600円
　公共交通機関／６か月定期券金額

東京都特別区地域に在勤する職員に支給

 区　分 給料（報酬）月額 期末手当支給月数
 町　長 624,600円
 副町長 576,000円
 教育長 514,000円
 議　長 290,000円
 副議長 227,000円
 委員長 213,000円
  議　員 203,000円

 議　　会 3 3  特別職を除く
 総務企画 32 33 1 
 税　　務 10 11 1
 民　　生 11 10 △1
 衛　　生 12 11 △1
 農林水産 10 11 1
 商　　工 4 4
 土　　木 14 13 △1 
 小　　計 96 96
 教　　育 50 46 △4 教育長を除く
 病　　院 182 186 4
 水　　道 5 5 
 下　　水 4 4 
 そ の 他 13 13
 小　　計 204 208 4
  350 350

一般行政

特別行政

公営企業等

対前年
増減数部　門

区　分
平成26年　   平成27年

職員数
備　考

 6月期 1.975月分
 12月期 2.125月分
 計 4.1 月分

 6月期 1.475月分
 12月期 1.625月分
 計 3.1 月分

総　合　計

（3）その他の手当
 区　分 内　　　　　容

通勤手当

地域手当

平成26年度の人件費は、11億8,493万4千円
で、歳出総額（80億1,335万3千円）に占める
割合は、14.8％です。人件費は、特別職・議
員等に支給される報酬などを含みます。
職員給与の内訳は、給料、期末・勤勉手
当、職員手当で、１人当たりの平均年間支給
額は、543万7千円です。

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）❶ 人件費の状況　（一般会計決算）

❺ 特別職の報酬等の状況　（平成27年４月1日現在）❺ 特別職の報酬等の状況　（平成27年４月1日現在）

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成27年４月１日現在）❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成27年４月１日現在）

❹ 職員手当の状況　（平成27年４月１日現在）❹ 職員手当の状況　（平成27年４月１日現在）

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします
町職員の給与は、国家公務員に準じて町議会の議決を経て
決められています。町民のみなさんに理解をしていただくために、

町職員の給与・職員数などの概要をお知らせます。
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 区　分 期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.225月分 0.75 月分
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 計 2.6 月分 1.5  月分

（1）期末・勤勉手当

※支給率は、国と同じです。

※支給率は、国と同じです。

給　　　　与　　　　費

一般行政職 技能労務職

扶養手当

住居手当

配偶者／13,000円、扶養／6,500円　
16歳～22歳／5,000円加算
借家／家賃に応じた額（最高  27,000円）
通勤距離２km以上の職員
　自動車など／通勤距離に応じ　3,800円～31,600円
　公共交通機関／６か月定期券金額

東京都特別区地域に在勤する職員に支給

 区　分 給料（報酬）月額 期末手当支給月数
 町　長 624,600円
 副町長 576,000円
 教育長 514,000円
 議　長 290,000円
 副議長 227,000円
 委員長 213,000円
  議　員 203,000円

 議　　会 3 3  特別職を除く
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 12月期 1.625月分
 計 3.1 月分
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（3）その他の手当
 区　分 内　　　　　容

通勤手当

地域手当

平成26年度の人件費は、11億8,493万4千円
で、歳出総額（80億1,335万3千円）に占める
割合は、14.8％です。人件費は、特別職・議
員等に支給される報酬などを含みます。
職員給与の内訳は、給料、期末・勤勉手
当、職員手当で、１人当たりの平均年間支給
額は、543万7千円です。

❶ 人件費の状況　（一般会計決算）❶ 人件費の状況　（一般会計決算）

❺ 特別職の報酬等の状況　（平成27年４月1日現在）❺ 特別職の報酬等の状況　（平成27年４月1日現在）

❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）❻ 部門別職員数の内訳　（各年度４月１日現在）

❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）❷ 職員給与費の状況　（一般会計予算）

❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成27年４月１日現在）❸  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢　（平成27年４月１日現在）

❹ 職員手当の状況　（平成27年４月１日現在）❹ 職員手当の状況　（平成27年４月１日現在）

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします

町職員の給与・職員数などに
ついてお知らせします
町職員の給与は、国家公務員に準じて町議会の議決を経て
決められています。町民のみなさんに理解をしていただくために、

町職員の給与・職員数などの概要をお知らせます。
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Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
森
町
柿
部
会

（
大
場
篤
会
長
）
は
11
月
17
日
に

教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
比
奈
地
敏

彦
教
育
長
に
学
校
給
食
用
に
と
森

町
特
産
の
治
郎
柿
3
0
9
個
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
当
日
は
町
内
全
て

の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
で

治
郎
柿
が
提
供
さ
れ
、
比
奈
地
教

育
長
は
「
森
町
に
立
派
な
特
産
物

が
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
知

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
大
場
会
長
は
、

天
方
小
学
校
の
給
食
に
も
出
向
き

「
森
町
の
柿
は
糖
度
が
高
く
て
お

い
し
い
。
毎
年
、
皇
室
に
献
上
す

る
柿
は
森
町
の
誇
り
。
た
く
さ
ん

食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
た
ち

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

森
小
学
校
で
は
11
月
26
日
、
小

学
生
の
頃
か
ら
行
政
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
総
務
省
静
岡
行
政
評
価
事
務

所
に
依
頼
し
て
「
行
政
相
談
出
前

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
6
年

生
60
人
が
受
講
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
始
ま
る
こ
と
や
、
普

段
の
暮
ら
し
と
行
政
が
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

角
皆
誠
行
政
相
談
課
長
は
「
ひ

と
り
一
人
に
割
り
当
て
ら
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
付
き
合
う
大

切
な
12
桁
の
番
号
、
必
要
な
時
以

外
は
他
の
人
に
教
え
な
い
で
ね
」

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
大
切
さ
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

遠
江
総
合
高
校
で
11
月
25
日
、

「
薬
学
講
座
」が
開
か
れ
、全
校

生
徒
7
0
0
人
が
受
講
し
ま
し

た
。近
年
、危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る

事
件
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、県

教
育
委
員
会
と
県
薬
事
課
が
連

携
し
、全
て
の
県
立
高
校
を
対
象

に
開
催
し
て
い
ま
す
。講
座
で
は
、

袋
井
警
察
署
の
森
田
和
昌
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー・
森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
辻
克
美
さ
ん
と
大
場
た
つ

子
さ
ん
、薬
剤
師
の
太
田
博
志
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
薬
物
乱
用
の
恐

ろ
し
さ
を
訴
え
ま
し
た
。太
田
さ
ん

は「
巧
妙
な
手
口
で
近
づ
い
て
き
て

も
、勇
気
を
出
し
て
断
わ
ろ
う
。断

れ
る
の
は
自
分
だ
け
」と
力
強
く

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
町
民
の
森
で
「
森

町
合
併
60
周
年
記
念
植
樹
」
が
行

わ
れ
、
村
松
町
長
ら
町
関
係
者
と
、

応
募
の
あ
っ
た
1
2
0
人
の
一
般

参
加
者
が
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
松
町
長
は
「
緑
と
共
生
す
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
植
樹
を
契

機
に
町
民
の
森
を
身
近
に
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
南
ゲ
ー
ト
入

り
口
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
樹

高
5
メ
ー
ト
ル
の
モ
ミ
の
木
を
町

政
発
展
の
願
い
を
込
め
、
関
係
者

と
と
も
に
植
樹
し
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
参
加
者
た
ち
は
カ
ラ
フ
ル
な

ペ
ン
を
使
っ
て
、
自
分
の
名
前
な

ど
を
書
い
た
記
念
植
樹
プ
レ
ー
ト

を
仕
上
げ
る
と
「
お
お
き
く
な
っ

て
ね
」
と
願
い
を
込
め
な
が
ら
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
幼
木
60
本
の
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

〜
森
町
発
展
の
願
い
を
込
め
、

「
町
民
の
森
」に
モ
ミ
の
木
植
樹
〜

森
町
合
併
60
周
年
記
念
植
樹

▲記念植樹プレートを作成する
　子どもたち

比奈地教育長に「森の治郎柿」を手渡す大場会長(左)

行政相談出前教室のようす

モミの木を植樹した村松町長たち

モミジを植樹する親子

モミジの植え方を説明

記念植樹した参加者たち

生徒に呼び掛ける太田薬剤師

学
校
給
食
で

治
郎
柿
を
味
わ
っ
て

森
小
の
６
年
生

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
学
ぶ

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に

近
寄
ら
な
い
で
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11
月
3
日
に
行
わ
れ
た
日
本
ら

ん
ち
ゅ
う
協
会
の
第
60
回
全
国
品

評
大
会
「
当
歳
魚
の
部
」
で
最
高

位
と
な
る
「
優
等
賞
東
大
関
」
を

獲
得
し
た
安
藤
寛
さ
ん
（
川
原

町
）
が
11
月
20
日
に
役
場
を
訪
れ
、

村
松
町
長
に
受
賞
報
告
し
ま
し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
、
2
0
0
9
年
に

ら
ん
ち
ゅ
う
の
飼
育
を
始
め
て
以

来
、
数
々
の
賞
歴
を
持
つ
若
手
の

実
力
派
で
、
全
国
品
評
会
に
は
5

度
目
の
挑
戦
で
見
事
、
日
本
一
に

輝
き
ま
し
た
。
「
自
宅
の
前
に
太

田
川
が
流
れ
、
幼
い
頃
か
ら
魚
が

大
好
き
。
浜
松
の
金
魚
問
屋
に
勤

め
て
い
た
時
か
ら
、
ら
ん
ち
ゅ
う

飼
育
に
憧
れ
て
い
た
の
で
今
回
の

結
果
は
う
れ
し
い
。
来
年
も
受
賞

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

「
第
50
回
森
の
茶
仕
上
品
評
会
」

が
11
月
11
日
、
森
町
茶
業
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
の
茶
商
か

ら
販
売
価
格
別
に
、
特
選
森
の

茶
・
森
の
誉
・
森
の
香
の
各
部
門

に
合
計
41
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
優
勝
に
は
㈱
八
幡
屋
茶
舗
が

選
ば
れ
、
優
秀
賞
に
は
㈲
太
田
茶

店
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て

「
第
36
回
森
町
茶
園
共
進
会
」
が

実
施
さ
れ
、
審
査
員
ら
が
町
内
21

箇
所
の
茶
園
を
巡
回
し
ま
し
た
。

品
質
の
特
性
を
生
か
し
た
栽
培
技

術
や
、
土
づ
く
り
な
ど
ほ
場
品
質

の
向
上
に
よ
る
茶
業
経
営
の
安
定

を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

（
結
果
）
成
木
園
の
部　

優
等
・

栗
田
俊
助
／
一
等
・
早
馬
博
行
／

二
等
・
花
島
重
範
／
三
等
・
結
い

ま
ー
る
㈱　

更
新
園
の
部　

優

等
・
伊
藤
忠
男
／
一
等
・
山
本
孝

之
／
二
等
・
小
澤
正
弥

　

森
町
建
設
事
業
協
同
組
合
（
岡

野
良
隆
理
事
長
）
は
11
月
20
日
、

同
組
合
6
事
業
所
か
ら
24
人
が
参

加
し
、
三
倉
や
天
方
地
区
な
ど
の

県
道
や
町
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
2
8
3
基
を
、
き

れ
い
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、
澄
み
渡
る
秋
空
の

も
と
、
皇
室
献
上
用
次
郎
柿
の
採

果
と
梱
包
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
次
郎
柿
の
献
上
は
明
治
41
年

に
始
ま
り
、
今
年
で
1
0
2
回
目

で
、
農
協
柿
部
会
の
17
農
家
か
ら

集
荷
さ
れ
た
柿
と
、
代
々
献
上
に

携
わ
る
太
田
忠
兵
さ
ん
の
柿
園
か

ら
採
果
さ
れ
た
柿
の
中
か
ら
、
厳

選
さ
れ
た
1
2
0
個
を
丁
寧
に
桐

箱
に
梱
包
し
、
11
月
4
日
に
宮
内

庁
と
東
宮
御
所
に
献
上
し
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
「
今
年
は
10
月
に
気

温
が
下
が
り
、
温
度
差
が
出
た
た

め
に
味
が
良
く
な
っ
た
。
虫
害
も

少
な
く
豊
作
の
年
。
森
町
の
お
い

し
い
柿
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

森
町
治
郎
柿
原
木
保
存
会
・
遠

州
森
町
次
郎
柿
ワ
イ
ン
推
進
協
議

会
は
11
月
5
日
に
「
治
郎
柿
原
木

収
穫
感
謝
祭
及
び
次
郎
柿
ワ
イ
ン

完
成
祈
願
祭
」
を
原
木
の
前
で
行

い
、
山
本
充
喜
会
長
や
村
松
町
長

ら
が
採
果
し
、
柿
を
神
前
に
奉
納

し
て
今
年
の
収
穫
に
感
謝
し
ま
し

た
。
ま
た
「
次
郎
柿
ワ
イ
ン
」
の

完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

厳
選
さ
れ
た

１
２
０
個
を
献
上

治
郎
柿
収
穫
感
謝
祭
・

次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成
祈
願
祭

次
郎
柿
を
皇
室
に
献
上

　
　
　
　
　
原
木
に
収
穫
を
感
謝

村松町長に受賞報告する安藤さん(右)

厳正に審査する関係者

茶園審査のようすカーブミラーを清掃する組合員たち

献上柿を採果する太田さんたち

献上柿を丁寧に箱詰めする町職員

挨拶する山本会長

ら
ん
ち
ゅ
う
全
国
大
会
で

日
本
一

お
茶
の
仕
上
技
術
を
競
う

森
の
仕
上
げ
茶
品
評
会

茶
園
の
管
理
技
術
を
競
う

森
町
茶
園
共
進
会

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
き
れ
い
に
！
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もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり

もり TopicsTopicsTopicsTopics
トピックス

ひとり暮らしの高齢者にお弁当を 校区内で情報共有！森小で公開授業

園児たちの屋台、威勢良く引き回し 放課後児童クラブなどで囲碁教室

森町民生児童委員協議会（山本玲子会長）は11月30
日、保健福祉センター調理室で手作り弁当を作り、町内
に住む72歳以上のひとり暮らしの高齢者約280人の自宅
へ届けました。町の高齢化率は30.2%（平成27年4月1日
現在）と高く、ひとり暮らしをする高齢者が増えている
ことから、安否確認とふれあいを兼ねて、希望するひと
り暮らしの高齢者に温かいお弁当を届けています。各地
区の民生児童員46人は、彩り豊かで栄養バランスのよい
お弁当を一人ひとり声をかけながら配達しました。

森中学校区の「保幼小中一貫教育研究会」が11月
16日、森小学校で行われ、幼小中学校の教員や、教育
委員、民生委員らが1年生と6年生の公開授業を参観し
ました。校区内の情報をお互いに共有し、指導の一貫
性と進学時のスムーズな接続を目指して実施されたも
ので、6年生の公開授業は2クラスに分かれて国語「鳥
獣戯画を読む」と理科「てこのはたらき」が行われま
した。町では、泉陽中学校区と旭が丘中学校区でも同
様の取り組みを行っています。

森幼稚園では11月26日と27日の2日間、年少から年長の
園児86人が「さざんか祭り」を行いました。園児たちは、
リヤカーに折り紙などで豪華に飾り付けた特製屋台をは
じめ、法被やお店などもすべて自分たちで手作りし、待ち
わびていたこの日を迎えました。出発の合図が行われると
「ヨイショラ」と元気に掛け声をかけ、周辺道路や森町総
合体育館の駐車場内を元気に練り歩きました。参観に訪れ
た保護者たちも、大人顔負けでお祭りを楽しむ我が子の姿
に目を細めながら熱心に写真を撮っていました。

森町囲碁クラブ（山﨑紀元会長）は、子どもたちに
囲碁の打ち方や楽しさを伝えようと、今年4月から三
倉小と天方小の放課後子ども教室・ときわ保育園、森
小放課後児童クラブなどを訪問する「囲碁教室」をボ
ランティアで開催しています。手作りの囲碁グッズや
マンガの経本などが用意されるなど、低学年の児童で
も楽しめるように工夫されており、どの会場でも、子
どもたちは囲碁の楽しさに魅了された様子で、対局に
夢中になっていました。

彩り豊かなお弁当を作る民生児童委員ら 教員や民生委員が見守る中、授業を受ける森小6年生たち

手作りミニ屋台を引き回す幼児たち 山﨑会長から囲碁の手ほどきを受ける児童たち

もり

もり
もり

もり

もり

もり
もり

もり
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森アリーナでファミリーバドミントン大会

「遠州の小京都」を巡る歴史探訪ウォーク

「ええら！！森婚」で素敵な出逢いを

全国のクラフト作家が勢揃い

11月22日、森町総合体育館（森アリーナ）で第12回森町
ファミリーバドミントン大会が行われ、森町内の体協4支部
から16チームが参加し、若者から熟年層など幅広い年代が
汗を流しました。ファミリーバドミントンは3人制で、誰も
が気軽に楽しめるスポーツとして考案されたもので、スポ
ンジボールに羽根が付くなど初心者でもラリーを楽しむこ
とができ、今大会でもファインプレーが連発されました。
●結果は次のとおり
　優勝：東組A／準優勝：東組B／第3位：宮代東

11月16日、シニアクラブ県若手委員会西部地区の「歴史探
訪ウォーキング」が森町で開催され、7市1町（湖西市・浜松
市・磐田市・袋井市・掛川市・菊川市・御前崎市・森町）か
ら240人が参加しました。文化会館を出発し、全生寺や小國
神社などを5時間ほどかけて
巡るコースでは、地元クラブ
によるおしるこの接待なども
あり、参加者たちは深まる秋
の景色を楽しみながら、心地
よい汗を流していました。

森町商工会青年部（鈴木洋平部長）とK-mixがタイアップ
した婚活イベント「ええら！！森婚」が11月29日、アクティ森
で開催され、森町・磐田市・袋井市在住の未婚男性41人と、県
内の未婚女性41人が参加しました。1対1のトークタイムや
ディナーを兼ねたフリータイムなどで楽しいひとときを過
ごした参加者からは「料理も楽しめた」「また開催してほし
い」との感想も聞かれ、最終的に13組のカップルが成立しま
した。鈴木部長は「人口減少が進む森町で、このイベントが
結婚や森町の定住化につながればうれしい」と話しました。

11月22日〜23日、森町体験の里アクティ森で「森町
クラフトフェア」が開催され、北は秋田県から南は兵
庫県まで全国からクラフト作家のブース40店舗が集ま
り、アクセサリーや食器などの展示販売や製作体験を
行いました。いくつかのブー
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に入りの作品づくりに目を輝
かせて挑戦していました。

熱戦を繰り広げる参加者たち

全生寺（円田）の山門をくぐる参加者たち

緑茶やおしるこの接待

会場を盛り上げるK-mixの加藤ジュンさん（左）と西連寺あゆみさん（右）

小物づくりにチャレンジする子どもたち

クラフト作家と会話を楽しむ

もり

もり

もり

もり

もり

もり

もり

もり
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第21回

村松美季さん
（栄町中）

森
の
ま
つ
り

「
森
の
ま
つ
り
」
が
、
11
月
６
日
か
ら
８
日

ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
、
神
輿
渡
御
や
舞
児

還
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
「
筋
か
っ
た
か
森
の
町
」
と
い
わ

れ
た
森
地
区
の
町
並
み
。
祭
り
の
夜
に
は
狭

い
町
中
を
14
台
の
屋
台
が
交
差
し
合
い
ま

す
。
見
ど
こ
ろ
は
、
交
差
点
で
行
わ
れ
る
激

し
い
「
練
り
」。
互
い
の
屋
台
の
手
木
を
合

わ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
下
ろ
せ
ば
練
り
の
始
ま

り
の
合
図
。
若
衆
ら
は
威
勢
よ
く
体
を
ぶ
つ

け
合
い
、
屋
台
を
行
き
交
い
ま
す
。
各
社
屋

台
か
ら
鳴
り
響
く
祭
り
囃
子
は
、
練
り
を
一

層
盛
り
上
げ
、
遠
州
の
秋
祭
り
を
締
め
く
く

り
ま
す
。

町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
「
町
並
み
と
蔵
展

」
が
11
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
森

町
中
心
市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
お
茶
や
古
着
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

い
た
幾
つ
も
の
土
蔵
や
、
遠
州
の
小
京
都

の
風
情
を
残
す
旧
家
な
ど
が
開
放
さ
れ
、

歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
出
展
物
に
多
く
の

行
楽
客
が
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
恒
例
の
「
も
り

も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭
」

が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
４
５
の
出
展
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
地

元
特
産
品
や
、
北
海
道
森
町
の

物
産
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
た
ち

で
大
賑
わ
い
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
琉
神
R
e
d
s
に
よ
る
沖

縄
の
民
俗
芸
能
「
エ
イ
サ
ー
」
が

披
露
さ
れ
た
り
、
町
民
ら
に
よ
る

踊
り
や
演
奏
な
ど
多
彩
な
芸
能

も
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
大
盛
況
で

し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
森

町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
」
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森
町
の
活
性
化
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。
私
が
大
好
き
な
、
お
茶
に
合

う
和
菓
子
も
一
緒
に
広
め
た
い
で
す
。

永田歩美さん
（東組）

町
内
の
観
光
施
設
に
勤
め
て
い

る
の
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
の

活
動
を
通
し
て
勉
強
し
た
こ
と
を
仕

事
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

各屋台による手木合わせ各屋台による手木合わせ

勇壮な夜の曳き廻し勇壮な夜の曳き廻し

祭典開始式のようす祭典開始式のようす

舞児還しのようす舞児還しのようす

狭い町中を交差する屋台狭い町中を交差する屋台

若衆による勇壮な練り若衆による勇壮な練り

ほとばしる若衆の熱気ほとばしる若衆の熱気

夜の激錬りと舞児還し夜の激錬りと舞児還し

秋の祭り・イベントが大盛況秋の祭り・イベントが大盛況

森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

ガ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す

森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

ガ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す

遠
州
の
秋
祭
り
の
最
後
を
飾
る

町
並
み
と
蔵
展

遠
州
森
町
発

第28回
も
り
も
り
２
万
人
ま
つ
り
＆
農
協
祭

森
町
産
業
祭

和服姿で煎茶を楽しむ和服姿で煎茶を楽しむ

情緒あふれる人力車情緒あふれる人力車

新鮮な地元野菜を販売新鮮な地元野菜を販売

歴史的町家の旧種茂家歴史的町家の旧種茂家

◀
初
公
開
さ
れ
た
旧
江
間
家
の
土
蔵

◀
初
公
開
さ
れ
た
旧
江
間
家
の
土
蔵

沖縄民俗舞踊「エイサー」のステージ沖縄民俗舞踊「エイサー」のステージ

華やかなモダンバレエの披露華やかなモダンバレエの披露

ときわ保育園の鼓隊演奏ときわ保育園の鼓隊演奏

会場のようす会場のようす

今年も大賑わいの出展ブース今年も大賑わいの出展ブース
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▲

「
町
並
み
と
蔵
展
」
で
公
開
（
山
㟢
家
石
蔵
で
）

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
俳
人
と
し
て

活
躍
し
た
松
島
十
湖
が
、森
町
出
身
の

実
業
家
・
鈴
木
藤
三
郎
の
死
を
惜
し
み
、

し
た
た
め
た
句
書
が
11
月
16
日
に「
鈴
木

藤
三
郎
顕
彰
会
」に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

句
書
は
、
藤
三
郎
が
亡
く
な
っ
た

１
９
１
３
年
に
十
湖
が
筆
を
走
ら
せ
、当

時
の
弟
子
・
大
木
久
市
郎
に
托
し
た
も
の

で「
君
ひ
と
り
逝
て
天
下
の
秋
の
夕
」と

詠
ま
れ
、前
文
に
は「
糖
王
鈴
木
藤
三
郎

が
永
眠
を
お
し
む　

君
我
を
知
る　

吾

亦
き
み
を
知
る
」と
あ
り
、報
徳
思
想
が

縁
で
意
気
投
合
し
、酒
を
酌
み
交
わ
す

仲
で
あ
っ
た
藤
三
郎
へ
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、近
年
に
な
っ
て
大
木
氏
の
住

居
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、大

木
氏
の
３
人
の
お
孫
さ
ん
と
十
湖
の
研

究
者
・
大
谷
洋
介
さ
ん
が
鈴
木
藤
三
郎

記
念
館
を
訪
れ
て「
百
二
年
の
歳
月
を

か
け
、や
っ
と
寄
贈
で
き
て
う
れ
し
い
」と

語
り
ま
し
た
。

森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
８
５
ー
１
１
１
２

問
い
合
わ
せ
先

松島十湖の句書（中央）を囲む関係者たち
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森
町
エ
コ
グ
ル
�
プ
便
り

　
森
町
エ
コ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
牛
乳
パ
ッ

ク
の
回
収
を
活
動
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
以
前
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
を
見
学
し
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
て
、
質
の
高
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
が
出
来
る
こ
と
を
知
り
、
資
源
を
再

利
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
神
奈
川
県
秦
野
市
に
あ
る

古
着
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
工
場
を
見
学
し

ま
し
た
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ー

ン
ズ
、
上
着
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
が
天
井
ま

で
う
ず
高
く
積
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
手
作
業

で
２
８
０
種
類
に
分
類
し
て
海
外
へ
輸
出

す
る
そ
う
で
す
。
毛
布
な
ど
の
毛
類
は
裁

断
し
て
ウ
エ
ス
や
手
袋
に
す
る
た
め
に
再

利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
全

て
の
古
着
が
用
途
に
応
じ
て
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
森
町
や
浜
松
市
天
竜
区
に
も
古
着
を
輸

出
し
た
り
、
ウ
エ
ス
に
す
る
業
者
が
あ
り

ま
す
。
小
中
学
校
の
資
源
回
収
や
役
場
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
置
か
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
で
古
着
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

古
着
を
再
利
用
す
る
場
合
、
水
に
濡
ら
し

て
は
い
け
な
い
そ
う
で
す
。
カ
ビ
の
原
因

と
な
り
、
商
品
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い

で
、
不
要
品
を
資
源
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
こ
と
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源

化
）
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
、
リ
デ
ュ
ー

ス
（
削
減
）
の
い
わ
ゆ
る
「
３
Ｒ
」
を
心

掛
け
て
い
く
こ
と
が
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
に
な
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
の
手
で
、

子
や
孫
の
世
代
に
住
み
や
す
い
環
境
を
残

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

…
…

…
…

 

古
着
の
再
利
用(

ゆ
く
え) …

…
…

…
森
町
エ
コ
グ
ル
ー
プ
会
長

鈴
木
郁
子（
円
田
）

EC
O

神奈川県秦野市にある古着のリサイクル工場。
従業員たちの手作業で280種類に分類され、再利用する。
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

身
体
に
関
す
る

豆
知
識
や

森
町
病
院
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
�

ディスカッションの様子

多
職
種
合
同
カ
ン
フ
�
レ
ン
ス

開
催

第
２
回 

病
院
・

ク
リ
ニ
�
ク
ま
つ
り
開
催

　
今
年
度
第
2
回
目
の
「
多
職
種
合
同
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
、
11
月
13
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
年
3
回
行
っ
て
い
る
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
は
今
年
で
4
年
目
を
迎
え
、
町
内
を

は
じ
め
近
隣
地
域
の
医
療
・
福
祉
関
係
者

な
ど
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、

森
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
森

町
で
行
わ
れ

て
い
る
介
護

予
防
事
業
の

取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介

さ
れ
た
後
、
「
多
職
種
が
共
有
す

べ
き
情
報
」
を
テ
ー
マ
に
、
9

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意

見
を
ま
と
め
、
発
表
し
合
い
ま

し
た
。

　
情
報
共
有
に
活
用
で
き
る
シ
ー

ト
を
作
成
す
る
た
め
に
、
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
11
月
15
日
（
日
）
に
、
「
病

院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
時
開
催
の
「
も
り
も
り

2
万
人
ま
つ
り
」
の
会
場
か
ら
来
ら
れ
た

人
で
賑
わ
い
、
住
民
の
人
達
に
病
院
・
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

わくわく体験隊「レントゲン室」

わくわく探検隊「手術室」
来場者を出迎える
もっくん

健康講談
「神田織音さん」

健康チェックコーナー

問
い
合
わ
せ
先

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

　
家
庭
医
は
、
一
家
に
ひ
と
り
、
子
ど
も

さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
人
ま
で
家
族
み
ん
な

の
か
か
り
つ
け
医
で
あ
り
、
な
ん
で
も
気

軽
に
話
せ
る
お
医
者
さ
ん
で
あ
り
、
町
の

み
ん
な
の
お
医
者
さ
ん
で
す
。

　
家
庭
医
療
の
専
門
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ

た
医
師
が
い
る
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
特
長
と
し
て
、
女
性
医
師
が
多
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
女
性
の
患
者
様
の

割
合
は
約
６
割
を
占
め
て
い
て
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
女
性
ま
で
、
女
性
特
有
の
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
や
悩
み
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
精
神
的
な
過
労
も
多
い

中
で
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
の

受
診
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
る
の
も
特
長

の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
場
合
、
家
庭
医
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
医
師
、
看
護
師

が
対
応
し
た
結
果
、
精
神
科
専
門
医
に
受

診
が
必
要
な
場
合
は
そ
ち
ら
を
お
勧
め
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

中
で
私
た
ち
看
護
師
は
、
患
者
様
や
そ
の

ご
家
族
様
と
の〝
対
話
〞を
大
切
に
し
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
話
を
通
し
て
患
者

様
の
状
態
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
医
師

と
の〝
つ
な
ぎ
〞の
役
割
を
担
っ
て
受
診
に
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

患
者
様
が
「
背
中
が
痛
い
」
と
言
っ
て
受
診

さ
れ
て
も
実
際
に
は
胆
石
だ
っ
た
り
、
「
足

が
痛
い
」
と
い
う
症
状
で
も
頭
の
病
気
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
患

者
様
と
の〝
対
話
〞に
よ
っ
て
導
き
出
せ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
皆
様
も
受
診
の
際
は
お
気
軽
に
声
か

け
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
患
者
様
に
1
0
0
％
満
足
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
価
値
観
を
大
切
に

し
な
が
ら
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、

皆
様
が
健
康

に
な
っ
て
幸

せ
な
生
活
が

で
き
る
よ
う

に
願
っ
て
努

力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　

看
護
師
　
鈴
木
末
佐
代



　11月15日（日）に開催された「もりもり２万人まつり＆農協祭」
で、12月5日（土）の「しずおか市町対抗駅伝」に向けた壮行会
が行われ、強化選手たちが多くの町民の前で健闘を誓いまし
た。相羽哲治監督は「町の部で3位以内を目指す」と力強く宣言
し、表彰台に向けての決意を新たにしました。また、森町代表チ
ームが今大会から着用する、鮮やかな新ユニフォームがお披露
目されました。

第16回

強化選手や監督、
コーチの皆さん

壮行会

10月25日(日)/森町総合体育館
精武館（森町体協剣道部）は10月25日、富士市・湖西市・袋井市などから県内17
チームを招いて熱戦を繰り広げ、剣道を通してお互いの親睦と交流を深めました。

森町総合体育館完成記念剣道錬成会

新ユニフォームを紹介する相羽監督（右）

第１位　浅羽剣道教室Ａ
第２位　造士館Ａ
第３位　精武館

第１位　浅羽剣道教室Ａ
第２位　田子浦剣道スポーツ少年団
第３位　造士館、大剣会 白熱した試合のようす白熱した試合のようす

低学年高学年

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

入場料（税込） ： 
　　　友の会 3,800円
　　　一　般 4,300円

入場料（税込） ： 　　友 の 会 4,300円
　　　　　　　　　一 　 般 4,800円
　 　 　 　 　 　  高校生以下 2,000円

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/㈱兵藤楽器店
掛川本店（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード ： 天童よしみ 278-438、
森町寄席 447-388）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

各公演のチケット
のお求めは…

土
1/30

土
2/27

森町合併60周年記念公演
天童よしみコンサート

森町合併60周年記念公演 
フォレスタコンサート in 森町

開場 13:30
開演 14:00

開場 12:30
開演 13:00

土
2/13

第21回 森町寄席
「桂文枝独演会」

ところ ： 森町文化会館 大ホール

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料（税込） ： 　　　 友の会 4,000円
　　　　　　 　　　 一　般 4,500円

全席
指定

全席
指定

チケット
好評発売中！！

チケット好評発売中！！
※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会

ところ ： 森町文化会館大ホール

主催 ： 
森町、森町ミキホール
文化振興会

※未就学児の入場は
　ご遠慮ください。

 　　　昼の部
開場 13:30
開演 14:00

 夜の部
17 :30
18:00

 　　　   1回目
開場 12:30
開演 13:00

   2回目
16:00 
16:30

一　　般：12月20日(日)
電話予約：12月22日(火)
      いずれも9:00～

チケット発売日

写真提供/ＢＳ日テレ ※画像はイメージです

森町文化会館、
チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード 279-051）

※チケット取扱時間等は各販売所にお問合せください。

主　　催 ： 森町、森町ミキホール文化振興会
共　　催 ： 静岡第一テレビ
企画・制作 ： フォレスタ・プロジェクト

※未就学児の入場はご遠慮ください。

「ＢＳ日本・こころの歌」でおなじみの音大出身コーラスグル
ープ・FORESTAが「こころ」に響く名曲を熱唱します。
(ＢＳ日本・こころの歌 毎週月曜日 夜9時から放送中)

チケット
販売所

全
席
指
定

ところ ： 森町文化会館 大ホールところ ： 森町文化会館 大ホール

第20回
森町こどもの
舞台フェスタ

入場無料全席自由

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 森町教育委員会、森町文化協会

日
3/13
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日 月 火 水 木 金 土

月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所 ■問 児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所 ■問 子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

1

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所 天方生活改善センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255

1歳児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

人権相談・
行政相談

（13:00～15:00）
■所 町民生活センター
■問 役場住民生活課

☎85-6312

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所 役場別館前
■問 役場住民生活課

☎85-6314
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255

移動児童館
（15:00～16:00）
■所 飯田小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
森のくまさん広場

保健のしおり交付
（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
森のくまさん広場

森のくまさん広場
ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所 町民生活センター
■問 掛川年金事務所

☎0537-21-5521
BCG集団接種

（13:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

移動児童館
（14:30～16:00）
■所 三倉小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

森のくまさん広場

3歳児健診
（13:15～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動児童館

（14:30～16:00）
■所 天方小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

移動児童館
（15:00～16:00）
■所 宮園小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
森町成人式

（9:45～）
■所 文化会館
■問 森町教育委員会

社会教育課
☎85-1112

おはなしぶらんこ
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

児童館まつり
「豆まき大会」

（14:00～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255　

役場仕事始め
4

11

18

25

4

11

18

25

5

12

19

26

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

3

10

17

24

31

元旦 1

成人の日11

1月の納税など
（納期限2月1日）

■ 町県民税………第4期分
■ 国民健康保険税
　 ……………… 第7期分
■ 後期高齢者医療保険料
　 （普通徴収）……第6期分
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情報ステーションステーションステーションステーション information

森町文化会館展示ギャラリー
利用申込み受付

森町文化会館では、平成28年度の展示
ギャラリー利用申込みを受け付けます。
申込開始　平成28年1月13日㈬
　9:00から
※詳しくは森町文化会館までお問い
合わせください
問　森町文化会館  285-1111

災害ボランティアコーディネーター
養成講座参加者募集

東海地震などの大規模災害におい
て、森町での被害状況を踏まえつつ、
災害ボランティアについて一緒に考
えてみませんか?
と	 き　平成28年1月16日㈯、23日㈯
　13：15～ 16：30
ところ　保健福祉センター 2階
　機能回復訓練室
対	 象　2日間とも参加できる人
内	 容　静岡県ふじのくに防災に関
する知事認証認定講座
持ち物　筆記用具
参加料　無料
申込方法　平成28年1月8日㈮まで
に電話でお申し込みください。
問・申　森町社会福祉協議会
　285-5769

放送大学4月生募集の
お知らせ

放送大学では、平成28年度第1学期
（4月入学）の学生を募集しています。

放送大学はテレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
資料を無料で差し上げています。お

気軽にご請求ください。放送大学ホー
ムページ（http://www.ouj.ac.jp）で
も受け付けています。
出願期間　平成28年3月20日㈰まで
問　放送大学浜松サテライトスペース
　2053-453-3303

小学校3年生～高校3年生のための
春休み海外研修  参加者募集

春休み海外研修7コースの参加者
を募集しています。
日	 程　3月26日㈯～ 4月5日㈫の
うち9～ 11日間 
研修先　アメリカ、イギリスなど6カ国
内	 容　ホームステイ、ボランティア、
文化交流など
募集締切　2月1日㈪
※詳しくは説明会に参加するかお問い
合わせください。
○説明会（静岡会場）
と	 き　1月16日㈯  10:00 ～ 11:30
ところ　静岡勤労者総合会館
　（静岡労政会館）
　第4会議室（静岡市葵区黒金町5-1）
その他　予約不要、入場無料
問　㈶国際青少年研修協会
　203-6417-9721
　ホームページ
　http://www.kskk.or.jp

創業・新事業展開
セミナーの開催

と	 き　1月30日㈯  13:30～15:20
ところ　袋井市総合センター
　3階研修室（袋井市新屋1-2-1）
対	 象　創業・新事業展開を考えて
いる人、興味のある人
内	 容　遠州地域の8市1町が連携
し、「ものづくり・ITソフト開発分
野における創業・新事業展開」を
テーマにセミナーを開催。
講	 師　株式会社スプライザ代表取締役
　　　　土井寛之氏
　　　　静岡県よろず支援拠点
　　　　鈴木宣二氏
定員　20人（先着）
申込方法　Eメールまたはファクス
で、住所、氏名、連絡先（電話、E
メール）を記入の上、申込み
申込期限　平成28年1月22日㈮必着
問・申　磐田市産業政策課
　237-4904、50538-37-5013　
　メール sangyo@city.iwata.lg.jp

依存症予防講演会の
開催について

と	 き　平成28年1月7日㈭
　14:00 ～ 16:00
ところ　磐田市総合健康福祉会館iプラザ
（磐田市国府台57-7）
内	 容　「ネット依存～スマホ・ゲーム
を手放せない子どもたち～の現状と
家庭・学校でできる予防的取り組み」
講師：久里浜医療センターネット依存
治療部門  中山秀樹医師
申込方法　12月22日㈫までに電話、
ファックス、メールにて申込み。定
員160人に達し次第締め切り。
申・問　県精神保健福祉センター　
　2054-286-9245、5054-286-9249
　メール mental@pref.shizuoka.lg.jp

袋井商業高校吹奏楽部　
第52回定期演奏会

と	 き　①平成28年1月16日㈯ 18:00
開演、②17日㈰ 13:30開演
ところ　磐田市民文化会館大ホール
（磐田市二之宮東3-2）
内	 容　第1部オリジナル・ステー
ジ、第2部マーチング・ステージ、
第3部ポピュラー・ステージ
入場料　1,000円（全席自由、前売券
が完売の場合、当日券は販売なし）
販売所　袋井商業高校事務室、磐田市
民文化会館事務所、袋井市役所売
店、兵藤楽器各店舗
問　県立袋井商業高校（担当：成川）　
　242-2285

※11月号に掲載した「中学生職業体験」で一部誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
（誤）岩瀬雅代さん⇒（正）岩瀬稚代さん　（誤）旭が丘中３年⇒（正）旭が丘中２年

みんなで歌うコンサート・
ふるさと音楽祭『歌いまいか』開催
と	き　平成28年1月17日㈰ 13:00開演
ところ　森町文化会館大ホール
内	 容　合併 60 周年記念歌の発表、

町民有志による母校の合唱、ゲスト出
演者（ラジオ体操ピアニスト加藤由美子
さん、ソプラノ歌手横山政美さん、バリト
ン歌手藤崎啓之さん）による歌と演奏
入場料　無料（直接会場にお越しください）
問　遠州森夢力の会（久保下）　
　2080-8979-1381

合併60周年記念事業合併60周年記念事業
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役場などの
年末年始の業務

ごみ収集業務からのお願い
休業期間中はごみ袋を出さないで

ください。猫やカラスが袋を破ってみ
んなの迷惑になります。

家屋を取り壊したら
届け出を

固定資産税は、毎年1月1日現在に
固定資産（土地・家屋・償却資産）を
所有している人が納める税金です。
家屋の固定資産税は、取り壊しなどで建

物がなくなった場合、翌年度から課税され
なくなります。適正な課税のため、平成27
年中に家屋の取り壊しをした人は、役場税
務課固定資産税係に届け出をお願いします。
※住宅用の敷地として使用している
土地は、住宅用地に対する課税標準
の特例で、税額が低く抑えられてい

ますが、住宅用家屋を取り壊すと、
特例の適用が受けられなくなり、税
額が上がる場合があります。
問　役場税務課固定資産税係  285-6309

家庭内でのノロウイルス
食中毒にご注意ください
今年は例年以上にノロウイルスの流

行が拡大する可能性があります。感染力
が非常に強く、発症すると急性胃腸炎や
食中毒になります。感染を避けるため、
普段から家族全員が2度手洗いを実行し
ましょう。また、おう吐物を拭き取った
後は、塩素系消毒剤で消毒しましょう。
問　県西部保健所衛生薬務課  237-2245

法務局における登記相談の
事前予約制について

静岡地方法務局では、平成28年1
月4日㈪から、登記の申請に関する相
談について、事前予約制を導入します。
不動産登記（相続登記や住宅ローン完済

による抵当権抹消登記など）および商業・
法人登記（会社設立・役員変更登記など）
の申請手続に関する相談をされる場合は、
事前に電話などで予約をお願いします。
予約いただければ、お待たせするこ

となく、相談をお受けいただくことが
できますので、ご協力をお願いします。
予約・問　静岡地方法務局袋井支局　
　242-3545

「国の教育ローン」の
お知らせ

高校、大学などへの入学時・在学中
にかかる費用を対象とした公的な融
資制度です。お子さん1人につき350
万円以内を固定金利（年2.05％、母子
家庭の人などは1.65％）（11月10日
現在）で利用でき、在学期間内は利息
のみのご返済とすることができます。
詳しくはお問い合わせください。
問　日本政策金融公庫教育ローンコール
センター 0570-008656（ナビダイヤル）
または203-5321-8656

数量限定!天浜線お年玉付き
干支きっぷ発売中!

今年もお年玉付き『干支きっぷ』の販

売が始まりました。抽選で100人に天浜
線グッズなどが当たるお得なきっぷで
す。地元天竜ひのきを利用した趣のある
きっぷですので、旅の記念にもなります。
販売金額　1,700円（1日乗降自由）
有効期間　平成28年の間のうち1日
販売場所　役場企画財政課および天浜線
有人駅（完売次第終了）

※当選は平成28年2月1日に天浜線
ＨＰなどで発表。景品引換の期限は
平成28年6月30日です。
問　天竜浜名湖鉄道㈱営業課　
　2053-925-2276

見えない人見えにくい人への
入学相談のお知らせ

県立浜松視覚特別支援学校では「見
えない見えにくい」ために、就職や進
学、仕事でお悩みの人に、専攻科への
入学相談を行っています。
入学すると3年間で、あん摩マッ

サージ指圧師および、はり師、きゅう
師になるための国家試験受験資格が
取得できます。
対象者　高校卒業資格（見込み）をお持
ちで矯正視力が0.3未満か、0.3以上
であっても視野異常など高度の障害
のある人、進行性の眼の疾患などで
将来視覚障害になる可能性のある人
願書配布　平成28年1月中旬
入学試験　平成28年3月上旬
※詳しくはお問い合わせください。
問　県立浜松視覚特別支援学校高等部
専攻科入学相談係  2053-436-1261
ホームページ http://www.edu.
pref.shizuoka.jp/hamamatsu-
sb/home.nsf

暮らしの中の何でも
無料相談

相談内容　生活の中に起こる相続・
離婚・心の悩み・家庭問題など
相談時間　平日9:00 ～ 17:00
相談先　ライフサポートセンター
　中東遠事務所  233-3715
　西部事務所　  2053-461-3715

機関名等 休業期間
役場一般事務 12月29日～ 1月3日
町民生活センター 12月28日～ 1月4日
文化会館・図書館 12月28日～ 1月4日
総合体育館 12月28日～ 1月5日
町営グランド 12月28日～ 1月4日
社会福祉協議会 12月29日～ 1月3日
望月プラザ 12月29日～ 1月3日
児童館 12月28日～ 1月4日
ごみ収集業務 12月31日～ 1月3日
燃やせるごみ
受入業務

（中遠クリーンセンター）
12月29日～ 1月3日

し尿くみ取り業務
（森町衛生社）

12月28日午後～ 1月4日
※�年内に処理を希望する

人は12月18日㈮まで
にご連絡ください。

☎85-2700
燃やせないごみ受入業務

（中遠広域粗大ごみ
処理施設）

12月29日～ 1月3日

水道受付業務 12月29日～ 1月3日
火葬業務 1月1日
アクティ森 12月27日～ 1月1日

公立森町病院 12月29日～ 1月3日
※急患は随時受付

家庭医療クリニック 12月29日～ 1月3日
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卓
越
し
た
技
能
を
持
ち
、
そ
の
道

の
第
一
人
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る

2
0
1
5
年
度
「
現
代
の
名
工
」
に

宮
大
工
の
大
場
喜
久
司
さ
ん
が
選
ば

れ
、
11
月
9
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
「
現
代
の

名
工
」
は
全
国
で
1
5
0
人
、
県
内

で
は
3
人
が
選
ば
れ
、
森
町
で
は
初

と
な
り
ま
す
。

現
在
の
心
境
を
伺
う
と「
今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
」と
穏
や
か
に
話
し
「
一
般
住
宅

も
施
工
す
る
中
で
、
お
寺
の
大
工

仕
事
な
ど
で
下
積
み
を
重
ね
、
だ

ん
だ
ん
と
宮
大
工
の
仕
事
を
や
ら

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
大
場
さ
ん
。

宮
大
工
と
し
て
の
最
初
の
仕
事

は
、
三
十
代
後
半
で
手
掛
け
た
小
國

神
社
の
矢
場
新
築
か
ら
。
以
来
、
本

殿
脇
の
神
饌
殿
、
三
間
社
流
れ
造
り

を
用
い
た
参
道
脇
の
合
殿
社
、
社
務

所
や
舞
殿
な
ど
を
次
々
と
手
掛
け
て

き
ま
し
た
。
伝
統
工
法
に
基
づ
く
確

か
な
技
術
、
独
学
で
文
献
を
学
ぶ
熱

心
な
仕
事
ぶ
り
が
評
判
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
県
内
の
神
社
や
寺
な
ど
70
箇

所
に
及
ぶ
新
築
・
改
修
の
工
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
気
を
配

り
、
魂
を
込
め
て
施
工
し
て
き
た
」

と
語
る
表
情
か
ら
は
、
宮
大
工
と
し

て
の
誇
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
指
導
し
た
お
弟
子
さ
ん
は

10
人
以
上
。
技
術
の
継
承
に
は
特
に

力
が
入
り
ま
す
。
「
宮
大
工
の
仕

事
は
、
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ

て
出
来
る
仕
事
じ
ゃ
な
い
。
生
涯

現
役
の
つ
も
り
で
、
技
術
が
後
に

つ
な
が
る
よ
う
に
後
継
者
を
育
て

て
い
き
た
い
」
と
大
場
さ
ん
。

今
後
に
つ
い
て
は
「
現
代
の
名

工
の
称
号
を
頂
い
た
一
人
の
職
人
と

し
て
、
遠
州
の
小
京
都
・
森
町
の
観

光
P
R
な
ど
に
も
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「現代の名工」に選ばれた

大場 喜久司さん（円田）

中遠連合建築工業組合技能士会長

「現代の名工」に選ばれた大場さん「現代の名工」に選ばれた大場さん

後継者の育成に力が入る後継者の育成に力が入る

村松町長（左）に受賞報告する大場さん村松町長（左）に受賞報告する大場さん

前森町建築工業組合長、
前中遠連合建築工業組合長
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12月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,446（＋21）
人口 男……  9,479（＋  3）
 女……  9,642（－  9）
 計……19,121（－  6）

編
集
後
記

▼
黄
金
に
輝
く
稲
穂
の
波
。
毎
年

そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
す
。
天

方
小
学
校
で
は
年
間
を
通
し
て
昔

な
が
ら
の
米
作
り
を
学
び
、
11
月

頭
に
は
鎌
で
収
穫
体
験
。「
ご
飯

の
一
粒
一
粒
に
は
神
様
が
宿
っ
て

い
る
か
ら
粗
末
に
し
て
は
い
け
な

い
」
と
よ
く
言
い
聞
か
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
食
べ
物
を
大
切
に
す

る
心
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。　
　
　
　
　

(

ま
つ)

▼
秋
葉
街
道
の
面
影
を
残
す
旧

家
や
古
い
蔵
を
開
放
し
て
行
わ

れ
る
「
町
並
み
と
蔵
展
」
は
、
町

民
有
志
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

取
材
中
は
道
案
内
を
頼
ま
れ
る

こ
と
も
多
く
、
そ
の
道
す
が
ら

森
町
の
街
並
み
や
風
情
に
つ
い

て
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
す
。

こ
の
路
地
を
駆
け
回
っ
て
育
っ

た
私
に
は
何
と
も
誇
ら
し
く
、

う
れ
し
い
瞬
間
で
す
。　
　
（
か
）


